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Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the fifteenth article based on our research and results in which we studied the 








Translation and Annotation of “The Nine Chapters 











［一四］今有壍堵、 下廣二丈、 袤一十八丈六尺、 高二丈五尺。 問積幾何。 荅曰、 四
萬六千五百尺。






















































［一五］今有陽馬、 廣五尺、 袤七尺、 高八尺。 問積幾何。 荅曰、 九十三尺少半尺。





注：（6 2）壍堵を斜めに 2 分割すると、陽馬と（次條で扱う）鼈腝が得られる（図 3 参照）。
また、劉徽注では、方錐を底辺の中点を通る垂直面で 4 等分した立体とする。それ
らの陽馬は、底面に 2 つの側面が直交する四角錐である。陽馬と鼈腝の体積比は 2：





　　　陽馬の体積＝広 5 尺×袤 7 尺×高 8 尺÷ 3 ＝93 1―3 立方尺
 





[30][劉注]按、 此術、 陽馬之形、 方錐一隅也。 今謂四柱屋隅爲陽馬。 假令廣・袤各一尺、
高一尺、相乘之、得立方積一尺。 邪解立方、得兩壍堵。 邪解壍堵、其一爲陽馬、一爲鼈腝[一]。
陽馬居二、 鼈腝居一、 不易之率也。 合兩鼈腝、 成一陽馬、 合三陽馬、 而成一立方。 故三而
一。 驗之以棊、 其形露矣。 悉割陽馬、 凡爲六鼈腝。 觀其割分、 則體勢互通、 蓋易了也。
 其棊或脩短、 或廣狹、 立方不等者、 亦割分以爲六鼈腝、 其形不悉相似。 然見數同、 積實
均也。 鼈腝殊形、 陽馬異體。 然陽馬異體、 則不可純合。 〔不〕[二]純合、 則難爲之矣。 何則、
按邪解方棊、 以爲壍堵者、 必當以半爲分。 邪解壍堵、 以爲陽馬者、 亦必當以半爲分。 一從
一横耳。 設爲[三]陽馬爲分内、 鼈腝爲分外、 棊雖或隨脩短廣狹、 猶有此分常率。 知[四]殊形
異體亦同也者、 以此而已。
 其使鼈腝廣・袤・（各高） 〔高各〕[五]二尺、用壍堵・鼈腝之棊各二。 皆用赤棊。 又使陽馬之廣・
袤・高各二尺、用立方之棊一、壍堵・陽馬之棊各二。 皆用黑棊。 棊之赤黑、接爲壍堵、廣・袤・
高各二尺。 於是中效[六]其廣・〔袤〕[七]、又中分其高、令赤黑壍堵各自 當一方、高（二）〔一〕尺、
方（二） 〔一〕 尺[八] 。 毎二分鼈腝、 則一陽馬也。 其餘兩端、 各積本體、 合成一方焉。 是爲
別種而方者、 率居三、 通其體而方者、 率居一。 雖方隨棊改、 而固有常然之勢也。 按、 餘數
具而可知者、 有一、 二分之別。 卽一、 二之爲率、 定矣。 其於理也、 豈虚矣。
 若爲數而窮之、 置餘廣・袤・高之數各半之、 則四分之三、 又可知也。 半之彌少、 其餘彌細。
至細曰微、 微則無形。 由是言之、 安取餘哉。 數而求窮之者、 謂以情[九]推、 不用籌算。
 鼈腝之物、 不同器用。 陽馬之形、 或隨脩短廣狹。 然不有鼈腝、 無以審陽馬之數、 不有陽
馬、 無以知錐亭之類、 功實之主也。
校訂：［一］「鼈腝」の「腝」は、聚珍版、四庫本は「臑」に作り、李籍の『音義』は「臑」




















































注：（6 5）ここの劉徽注では、陽馬の形状を説明するのに、方錐、立方体、壍堵の 3 種類
の立体を用いる。方錐の場合には対角線で 4 分割すると、 4 つの陽馬になり、立方
体の場合には 1 つの頂点からの対角線で 3 分割すると、 3 つの陽馬になる。また、
立方体を 2 分割した壍堵をさらに対角線で 2 分すると、陽馬と鼈腝になり、それら
の体積比は、2：1 になる。 3 辺の長さが異なる直方体を分割した場合には、得ら

























　　（7 0）各辺 2 尺の壍堵（大壍堵）は、鼈腝（赤棊）と陽馬（黒棊）を組み合わせた立体で
ある。その壍堵を各辺 1 尺になるように中分すると、赤黒の棊に分解される。そこ
















した立方体を除く 3 個の立方体に論及したものである。すなわち、 3 個の立方体に
おける黒棊と赤棊の体積率は、黒棊：赤棊＝（立方体 1 個＋壍堵 2 個）:（壍堵 2 個）
であり、立方体 1 個＝壍堵 2 個より、 2：1 の比率が導き出せる。後文では、その
比率を「一、二分之別」としている。つまり、「二分鼈腝」とは、赤棊（鼈腝）の 2
分の 1 個分を指しており、（ 3 個の立方体における黒棊と赤棊は）一陽馬に対して
「二分鼈腝」となる比率（1： 1―2 ＝2：1）で必ず分割されることを論じたものである。



















なわち、 4 分の 1 の立方体（ 8 分の 1 の小壍堵 2 個）を同様に分割し、（分割比が既
知である）4 分の 3 と残余に分け、さらに残余の細分化を繰り返す。すると、残余
は等比級数的に微細になっていき、やがて無形の「微」に至る。そこで、残余の部
分は無視できるようになるので、既知の分割比の総和から 2：1 の比率が導けると




高 2 尺とした場合、それぞれを掛け合わせると、立方体の体積 1 立方尺が得られる。
立方体を斜めに切断すると、 2 個の壍堵が得られる。斜めに壍堵を切断すると、 1 つ
は陽馬となり、1 つは鼈腝となる。その体積比は、陽馬が 2 、鼈腝が 1 である。それは、
不変の比率である。 2 個の鼈腝を合わせると、陽馬が 1 個できる。 3 個の陽馬を合わ
せると、立方体が 1 個できる。だから 3 で割る。このことを検証するのに棊を用いる




















1 個、壍堵・陽馬の棊がそれぞれ 2 個ずつ必要である。それらすべてに黒色の棊を用
いる。棊の赤と黒を接合して、広・袤・高さが各 2 尺の壍堵にする。そこで、広・袤
を（垂直面で十字に）中分し、また高さを（水平面で）中分する。赤黒の壍堵をそれぞ
れほどよく組み合わせて、高 1 尺、方 1 尺の立方体にする。（残余を除いて得られた
3 個の立方体における赤棊と黒棊の比率は）、鼈腝（赤棊）の 2 分の 1 個分が、陽馬（黒





の区別」（陽馬が 1 、鼈腝が 2 分の 1 となる区別）がそこにあるからである。そこで、（陽
馬と鼈腝の体積比として）2 対 1 の比率が定まるのである。道理においてどうして虚
妄であろうか。
　　 　もし数によってそれを究めようとするならば、（体積が 4 分の 1 になった）残余の










［一六］今有鼈腝、 下廣五尺、 無袤、 上袤四尺、 無廣、 高七尺。 問積幾何。 荅曰、









　　　鼈腝の体積＝下広 5 尺×上袤 4 尺×高 7 尺÷ 6 ＝23 1―3 立方尺
訳：今、鼈腝が有り、下広 5 尺、下袤無く、上袤 4 尺、上広無く、高さ7尺である。問う、
体積は如何ほどであるか。答えにいう、23 1―3 立方尺。
　　術にいう、下広、上袤を掛け合わせ、高さをこれに掛け、 6 で割る。
［31］[劉注]按、 此術、 腝者臂骨[一]也。 或曰、 半陽馬、 其形有似鼈肘、 故以名云。 中破陽馬、

























［一七］今有羡除、 下廣六尺、 上廣一丈、 深三尺、 末廣八尺、 無深、 袤七尺。 問積
幾何。 荅曰、 八十四尺。





















　　　羡除の体積＝（下広 6 尺＋上広10尺＋末広 8 尺）×深さ 3 尺×袤 7 尺÷ 6 ＝84立方尺
　　　 この公式は、下広、上広、末広の 3 辺の平均値を求めて、前問の壍堵（三角柱）の
公式に代入したとしても得られる。ただし、術文では、 3 辺の平均を求めるのでは




訳：今、羡除があり、（一端の側面が）下広 6 尺、上広 1 丈、深さ 3 尺、（他端の側面が）
末広 8 尺、深さがなく、袤 7 尺である。問う、体積は如何ほどであるか。答えにいう、
84立方尺。












































































　　　 （上広 3 尺×深さ 1 尺×袤 1 尺）＋（下広 1 尺×深さ 1 尺×袤 1 尺）＋（末広 1 尺×
深さ 1 尺×袤 1 尺）＝ 5 立方尺
　　　 この式の各項は、上広、下広、末広のそれぞれを 1 辺とし、深さ 1 尺、袤 1 尺とす
る直方体あるいは立方体の体積である。下広 1 尺、末広 1 尺は、壍堵の辺である。
また、上広 3 尺のうち、真ん中の 1 尺は壍堵、左右の 1 尺は鼈腝の各辺である。し
たがって、積数 5 立方尺のうち、 3 立方尺は壍堵から導き出されたものであり、残
りの 2 立方尺は左右の鼈腝から導き出されたものである。 1 立方尺の立方体は、基
本形の壍堵が 2 個分、鼈腝が 6 個分なので、 3 立方尺は壍堵が 6 個分、 2 立方尺は




　　（8 4）「中方錐之半」「外錐之半」の「半」は、郭書春は「片」（半片）と解する。 4 つ






























上面は水平で下面は斜めになっており、 2 つの鼈腝が 1 つの壍堵を夾んだような形に
なる。すなわち、それが羨除の形状である。例えば、棊を用いて、上広 3 尺、深 1
尺、下広 1 尺、末広 1 尺、深さがなく、袤 1 尺である羨除とした場合、（羨除の）下広、
末広はどちらの壍堵の広であり、（羨除の）上広は（左右にある）2 つの鼈腝の辺と（真
ん中にある）1 つの壍堵の辺を連結した広になる。（上広、下広、末広それぞれに）深
さと袤を掛けると、全部で 5 立方尺の体積量が得られる。鼈腝によるものが 2 、壍堵
によるものが 3 の割合からなる。それはもとの棊（鼈腝を構成する左右の鼈腝と中央
の壍堵）において、各 1 個に対して 6 つ分ある。だから、 6 で割る。
















　　 　按ずるに、ここでは元々 3 つの広の長さが等しくないので、すなわち鼈腝と連なる
場合である。別けて言えば、中央の壍堵は広 6 尺、高さ 3 尺、袤 7 尺である。末広の
両旁に、それぞれ 1 つずつ小鼈腝があり、いずれも（高さ 3 尺と袤 7 尺は）壍堵と同
じである。小鼈腝を内側に置き、大鼈腝を外側に置く。すなわち大鼈腝は長方形を底











［一八］今有芻甍、 下廣三丈、 袤四丈、 上袤二丈、 無廣、 高一丈。 問積幾何。 荅曰、







注：（8 9）「芻甍」は、刈草で作った屋根の意で、ここでの形状は 4 方向に勾配を持つ寄棟
造の屋根である（図 8 参照）。底面は長方形で、側面は三角形と等脚台形の各 2 個
を斜めに組み合わせて上面が直線になる（上広がない）形状になる。
　　　　なお、『算数書』、『数』においては芻甍は見られない。
　　（9 0）上袤 b1、下袤 b2、下広 a 尺、高さ h とすると、体積公式V=
（b1+2b2）ah―6 。前問
と同様にして上下 3 袤の平均値を考えると、ここでは下袤 2 辺は同じ長さなので 2






訳：今、芻甍があり、下広 3 丈、下袤 4 丈、上袤 2 丈、上広がなく、高 1 丈である。問う、
体積は如何ほどであるか。答えにいう、5000立方尺。
　　　術にいう、下袤を 2 倍し、上袤を加え、下広を掛け、さらに高さを掛け、6 で割る。
[33][劉注]推明義理者、 舊説云、 凡積芻甍有上下廣曰童、 甍謂其屋蓋之茨[一]也。 是故甍
之下廣・袤與童之上廣・袤等。 正斬[二]方亭兩邊、合之、卽芻甍之形也。 假令下廣二尺、袤三尺、





得積十四尺。 其於本棊也、 皆一而爲六。 故六而一卽得。 亦可令上下袤差乘廣、 以高乘之、

























　　（9 5）以下では、別法を述べる。すなわち、左右の 4 陽馬と中央の 2壍堵の体積を別々
に算出して合計する。 4 陽馬を合体させると方錐ができ、その底面の 1 辺は芻甍の
上下袤の差（ b2－b1）、他辺は芻甍の広 a に等しい。 2壍堵を合体させると三角柱
ができ、その底面の 1 辺は芻甍の上袤 b1 、他の 1 辺は芻甍の広 a に等しい。したがっ
て、次式が成立する。
　　　芻甍の体積V＝ 4 陽馬＋ 2壍堵= a（b2－b1）h―3 ＋





　　 　仮に、下広 2 尺、下袤 3 尺、上袤 1 尺、上広はなく、高さ 1 尺とすれば、棊を用い
てその立体を作ると、中央に壍堵が 2 個、左右の両端に陽馬が各 2 個になる。下袤を











芻童、 曲池、 盤池、 冥谷、 皆同術。
術曰、 倍上袤、 下袤從之、 亦倍下袤、 上袤從之、 各以其廣乘之、 幷、 以高若深乘
之、 皆六而一［34］。









図11参照。その体積公式は、上広 a1 、下広 a2 、上袤 b1、下袤 b2、高さ h とすると、
V1=
{（2b1+b2）a1+（2b2+b1）a2 }h



















[34][劉注]按、 此術假令芻童上廣一尺、 袤二尺、 下廣三尺、 袤四尺、 高一尺、 其用棊也、
中央立方二、 四面壍堵六、 四角陽馬四。 倍下袤爲八、 上袤從之、 爲十。 以 〔高〕[一]・廣乘之、
得積三十尺。 是爲得中央立方各三、 兩端壍堵各四、 兩旁壍堵各六、 四角陽馬亦各六。 後[二]
倍 〔上袤〕[三]、 下袤從之、 爲八。 以高・廣乘之、 得積八尺。 是爲得中央立方亦各三、 兩端
壍堵各二。 幷兩旁、 三品棊、 皆一而爲六。 故六而一卽得。
  爲術、 又可令上下廣袤差相乘、 以高乘之、 三而一、 亦四陽馬。 上下廣袤互相乘、 幷而半
之、 以高乘之、 卽四面六壍堵與二立方。 幷之、 爲芻童積。


























　　　各部分の立体 1 個に対してそれぞれ 6 つ分の体積量が得られることを示す。
　　（9 9）以下では、別法として次の 2 式を述べる。上広 a1 、下広 a2 、上袤 b1、下袤 b2、
高さ h とすると、
V3=
｛（a1+b2―2 ＋ a2b1―2 ）＋（a1+b1―2 ＋ a2b2―2 ）｝h
　　　 　第 1 式は、陽馬とそれ以外の立体（直方体・壍堵）の体積を別々に算出して合計
する。 4 隅の 4 陽馬を合体させると四角錐ができるが、底面の 2 辺は、上広と下広
の差（a2－a1）、上袤と下袤の差（b2－b1）になる。その 2 辺と高さをかけ合わせて 3
で割ると、 4 陽馬の体積が得られる。直方体と壍堵からなる立体の体積について
は、上広 a1と下袤 b2、下広 a2と上袤 b1をそれぞれ底面とする直方体の体積を出して、
2 つを合わせると、それぞれの部分の 2 個分になる。そこで、 2 で割ると直方体と
壍堵の体積が得られる。








訳：按ずるにこの術において、例えば芻童を上広 1 尺、上袤 2 尺、下広 3 尺、下袤 4 尺、
高 1 尺とした場合、用いる棊は、中央に立方 2 個、 4 面に壍堵 6 個、 4 角に陽馬 4 個
である。下袤を 2 倍すれば 8 尺となり、上袤を加えると10尺となる。高さ、広をそれ
に掛けると、体積30立方尺を得る。これは、中央の立方が各 3 個、両端の壍堵が各 4 個、
両旁の壍堵が各 6 個、四角の陽馬がまた各 6 個を得たことになる。後に上袤を 2 倍し、
下袤を加えると、 8 尺となる。高さ、広をそれに掛けると、体積 8 立方尺を得る。こ
れは中央の立方体がまた各 3 個、両端の壍堵が各 2 個を得たことになる。これら両側





これに掛け、 3 で割ると、また（ 4 隅の）4 陽馬（の体積）になる。上下の広、上下の
袤を斜めに掛け合わせ、加え合わせて半分にし、高をこれに掛けると、すなわち四面





















　　　V＝ {（上袤 4 丈× 2 +下袤 3 丈）×上広 3 丈+（下袤 3 丈× 2 +上袤 4 丈）×下広 2 丈}
×高さ 3 丈÷ 6 ＝（110尺×30尺＋100尺×20尺）×30尺÷ 6 ＝26500立方尺




［二〇］今有曲池、 上中周二丈、 外周四丈、 廣一丈、 下中周一丈四尺、 外周二丈四





　　　（内周 2 丈+外周 4 丈）÷ 2 ＝ 3 丈＝30尺（上袤と見なす）
　　　（内周 1 丈 4 尺＋外周 2 丈 4 尺）÷ 2 ＝ 1 丈 9 尺＝19尺（下袤と見なす）





訳： 今、曲池があり、上面の内周 2 丈、外周 4 丈、広さ 1 丈、下面の内周 1 丈 4 尺、外周
2 丈 4 尺、広 5 尺、深 1 丈である。問う、体積は如何ほどであるか。答えにいう、
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